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(57)【要約】
【課題】向上された発光効率を有する有機発光表示装置
が提供される。
【解決手段】有機発光表示装置は絶縁基板、前記絶縁基
板上に配置される発光素子、及び前記発光素子と絶縁さ
れるバランス電極を含む。ここで、前記発光素子は第１
電極、前記第１電極に対向する第２電極、及び前記第１
電極と前記第２電極との間に配置される有機膜を包含す
ることができる。前記バランス電極は前記有機膜内の正
孔－電子電荷バランスを合わせることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁基板と、
　前記絶縁基板上に配置される第１電極、前記第１電極に対向する第２電極、及び前記第
１電極と前記第２電極との間に配置される有機膜を含む発光素子と、
　前記発光素子と絶縁され、前記有機膜内の正孔－電子電荷バランスを合わせるバランス
電極と、を含む有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記絶縁基板及び前記発光素子の間に配置される絶縁膜をさらに含み、
　前記バランス電極は前記絶縁基板及び前記絶縁膜の間に配置される請求項１に記載の有
機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１電極は第１電位を有し、前記第２電極は前記第１電位と異なる第２電位を有し
、前記バランス電極は前記第１及び第２電位と異なる第３電位を有する請求項２に記載の
有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記第３電位は前記第２電位より高い請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記発光素子上に配置される絶縁膜をさらに含み、
　前記バランス電極は前記絶縁膜上に配置される請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記バランス電極はＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（Ｉｎｄｉ
ｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、ＡＺＯ（ａｌｕｍｉｎｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、
ＧＺＯ（ｇａｌｌｉｕｍ　ｄｏｐｅｄ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）、ＺＴＯ（ｚｉｎｃ　ｔ
ｉｎ　ｏｘｉｄｅ）、ＧＴＯ（Ｇａｌｌｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）及びＦＴＯ（ｆｌ
ｕｏｒｉｎｅ　ｄｏｐｅｄ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）の中で少なくとも１つを含む請求項１
に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記バランス電極はＡｕ、Ａｇ、Ｎｉ、Ｍｏ、ＭｏＷ、Ｃｒ、Ａｌ、ＡｌＮｄ及びＡｌ
合金の中で少なくとも１つを含む請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　絶縁基板と、
　前記絶縁基板上に配置される第１電極層、前記第１電極層に対向する第２電極層、及び
前記第１電極層及び前記第２電極層の間に配置される有機膜を具備する発光素子と、を含
み、
　前記第１電極層及び前記第２電極層の中で１つは、
　前記有機膜へ電荷を提供する電荷供給電極と、
　前記電荷供給電極と離隔されて上に配置され、前記有機膜内の正孔－電子電荷バランス
を合わせるバランス電極と、を含む有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記バランス電極を前記電荷供給電極及び前記有機膜と絶縁させる絶縁膜をさらに含む
請求項８に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第１電極層が前記電荷供給電極及び前記バランス電極を含む請求項９に記載の有機
発光表示装置。
【請求項１１】
　前記電荷供給電極は第４電位を有し、前記第２電極層は前記第４電位と異なる第５電位
を有し、前記バランス電極は前記第４及び第５電位と異なる第６電位を有する請求項１０
に記載の有機発光表示装置。
【請求項１２】
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　前記第６電位は前記第５電位より高い請求項１１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１３】
　前記第２電極層が前記電荷供給電極及び前記バランス電極を含む請求項９に記載の有機
発光表示装置。
【請求項１４】
　前記バランス電極はＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（Ｉｎｄｉ
ｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、ＡＺＯ（ａｌｕｍｉｎｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、
ＧＺＯ（ｇａｌｌｉｕｍ　ｄｏｐｅｄ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）、ＺＴＯ（ｚｉｎｃ　ｔ
ｉｎ　ｏｘｉｄｅ）、ＧＴＯ（Ｇａｌｌｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）及びＦＴＯ（ｆｌ
ｕｏｒｉｎｅ　ｄｏｐｅｄ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）の中で少なくとも１つを含む請求項８
に記載の有機発光表示装置。
【請求項１５】
　前記バランス電極はＡｕ、Ａｇ、Ｎｉ、Ｍｏ、ＭｏＷ、Ｃｒ、Ａｌ、ＡｌＮｄ及びＡｌ
合金の中で少なくとも１つを含む請求項８に記載の有機発光表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機発光表示装置に関し、より詳細には発光効率が向上された有機発光表示装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置はアノード電極及びカソード電極から各々正孔（ｈｏｌｅ）及び電子
（ｅｌｅｃｔｒｏｎ）を有機膜へ注入させ、前記有機膜では注入された電子と正孔が再結
合して励起子（ｅｘｃｉｔｏｎ）を生成する。前記励起子は励起状態（ｅｘｃｉｔｅｄ　
ｓｔａｔｅ）から基底（ｇｒｏｕｎｄ）状態に落ちる時、放出されるエネルギーを光の形
態に放出する。
【０００３】
　一般的に前記正孔及び前記電子の運動性（ｍｏｂｉｌｉｔｙ）は差異があり、前記アノ
ード電極から注入される前記正孔の運動性が非常に大きい。したがって、前記正孔と前記
電子との運動性の差異によって、前記有機膜内の正孔－電子電荷バランス（ｈｏｌｅ－ｅ
ｌｅｃｔｒｏｎ　ｃｈａｒｇｅ　ｂａｌａｎｃｅ）が崩れることがあり得る。前記電荷バ
ランスが崩れれば、前記有機膜へ注入される総電荷量に比べて再結合する正孔－電子対が
少なく、前記有機膜内で再結合できない電荷が存在することができる。したがって、前記
有機発光表示装置の発光効率が低下され得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】韓国特許公開第１０－２００８－００６２３１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の一目的は有機膜内の正孔－電子電荷バランスを合わせて発光効率が向上された
有機発光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、上述した本発明の一目的を達
成するための有機発光表示装置は絶縁基板、前記絶縁基板上に配置される発光素子、及び
前記発光素子と絶縁されるバランス電極を含む。ここで、前記発光素子は第１電極、前記
第１電極に対向する第２電極、及び前記第１電極と前記第２電極との間に配置される有機
膜を包含することができる。前記バランス電極は前記有機膜内の正孔－電子電荷バランス
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を合わせることができる。
【０００７】
　前記絶縁基板及び前記発光素子の間に配置される絶縁膜をさらに含み、前記バランス電
極は前記絶縁基板及び前記絶縁膜の間に配置され得る。ここで、前記第１電極は第１電位
を有し、前記第２電極は前記第１電位と異なる第２電位を有し、前記バランス電極は前記
第１及び第２電位と異なる第３電位を有し得、前記第３電位は前記第２電位より前記第１
電位に近いことがあり得る。
【０００８】
　前記発光素子上に配置される絶縁膜をさらに含み、前記バランス電極は前記絶縁膜上に
配置され得る。ここで、前記第１電極は第１電位を有し、前記第２電極は前記第１電位と
異なる第２電位を有し、前記バランス電極は前記第１及び第２電位と異なる第３電位を有
し得、前記第３電位は前記第２電位より高いことがあり得る。
【０００９】
　前記バランス電極はＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（Ｉｎｄｉ
ｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、ＡＺＯ（ａｌｕｍｉｎｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、
ＧＺＯ（ｇａｌｌｉｕｍ　ｄｏｐｅｄ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）、ＺＴＯ（ｚｉｎｃ　ｔ
ｉｎ　ｏｘｉｄｅ）、ＧＴＯ（Ｇａｌｌｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）及びＦＴＯ（ｆｌ
ｕｏｒｉｎｅ　ｄｏｐｅｄ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）の中で少なくとも１つを包含すること
ができる。
【００１０】
　前記バランス電極はＡｕ、Ａｇ、Ｎｉ、Ｍｏ、ＭｏＷ、Ｃｒ、Ａｌ、ＡｌＮｄ及びＡｌ
合金の中で少なくとも１つを包含することができる。
【００１１】
　また、本発明の有機発光表示装置は絶縁基板、及び前記絶縁基板上に配置される第１電
極層、前記第１電極層に対向する第２電極層、及び前記第１電極層及び前記第２電極層の
間に配置される有機膜を具備する有機発光素子を含み、前記第１電極層及び前記第２電極
層の中で１つは前記有機膜へ電荷を提供する電荷供給電極、及び前記電荷供給電極と離隔
されて上に配置され、前記有機膜内の正孔－電子電荷バランスを合わせるバランス電極を
包含することができる。
【００１２】
　前記バランス電極を前記電荷供給電極及び前記有機膜と絶縁させる絶縁膜をさらに包含
できる。
【００１３】
　前記第１電極層が前記電荷供給電極及び前記バランス電極を包含することができる。こ
こで、前記電荷供給電極は第４電位を有し、前記第２電極層は前記第４電位と異なる第５
電位を有し、前記バランス電極は前記第４及び第５電位と異なる第６電位を有し、前記第
６電位は前記第５電位より高いことがあり得る。
【００１４】
　前記第２電極層が前記電荷供給電極及び前記バランス電極を包含することもあり得る。
装置が提供される。
【発明の効果】
【００１５】
　上述したような本発明の有機発光表示装置は有機膜内の正孔－電子電荷バランスを合わ
せることができる。したがって、前記有機膜へ注入される総電荷量に比例して前記正孔及
び前記電子の再結合が発生して前記有機発光表示装置の発光効率が向上される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態による有機発光表示装置を説明するための概念断面図である
。
【図２】有機膜内で正孔－電子電荷バランスが不均一である場合の発光量を説明するため
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の図面である。
【図３】有機膜内で正孔－電子電荷バランスが均一である場合の発光量を説明するための
図面である。
【図４】本発明の他の実施形態による有機発光表示装置を説明するための概念断面図であ
る。
【図５】本発明のその他の実施形態による有機発光表示装置を説明するための概念断面図
である。
【図６】本発明のその他の実施形態による有機発光表示装置を説明するための概念断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１８】
　本発明は多様な変更を加えることができ、様々な形態を有することができるので、特定
実施形態を図面に例示し、本文で詳細に説明する。しかし、これは本発明を特定な開示形
態に対して限定しようとすることでなく、本発明の思想及び技術範囲に含まれる全て変更
、均等物乃至代替物を含むこととして理解しなければならない。
【００１９】
　各図面を説明しながら、類似な参照符号を類似な構成要素に対して使用した。添付され
た図面において、構造物の寸法は本発明を明確に説明するために実際より拡大して示した
ことである。第１、第２等の用語は多様な構成要素を説明するために使用されるが、構成
要素は用語によって限定されない。前記用語は１つの構成要素を他の構成要素から区別す
る目的のみに使用される。例えば、本発明の権利範囲を逸脱しなく、第１構成要素は第２
構成要素と称され得、類似に第２構成要素も第１構成要素と称され得る　単数の表現は文
脈の上に明確に異なるように意味しない限り、複数の表現を含む。
【００２０】
　本出願で、“包含”又は“有する”等の用語は明細書上に記載された特徴、数字、段階
、動作、構成要素、部品又はこれらを組合したことが存在することを指定しようとするこ
とであるが、１つ又はその以上の他の特徴や数字、段階、動作、構成要素、部分品又はこ
れらを組合したことの存在又は付加可能性を予め排除しないこととして理解しなければな
らない。また、層、膜、領域、板等の部分が他の部分“上に”あるとする場合、これは他
の部分“直ちに上に”にある場合のみでなく、その中間にその他の部分がある場合も含む
。反対に層、膜、領域、板等の部分が他の部分“下に”あるとする場合、これは他の部分
“直ちに下に”にある場合のみでなく、その中間にその他の部分がある場合も含む。
【００２１】
　以下、添付された図面を参照して本発明の望ましい実施形態をより詳細に説明する。
【００２２】
　図１は本発明の一実施形態による有機発光表示装置を説明するための概念断面図であり
、図２は有機膜内で正孔－電子電荷バランスが不均一である場合の発光量説明するための
図面であり、図３は有機膜内で正孔－電子電荷バランスが均一である場合の発光量説明す
るための図面である。図２、図３では、カソード、有機発光膜、及びアノードをこの順序
で積層した有機発光表示装置のカソード底面からの鉛直方向の距離と、充電密度、すなわ
ち単位体積あたりの正孔（または電子）の数との相関関係を示す。実線は正孔を示し、破
線は電子を示す。
【００２３】
　図１乃至図３を参照すれば、有機発光表示装置は絶縁基板１００、前記絶縁基板１００
上に配置される発光素子２００、及び前記絶縁基板１００と前記発光素子２００との間に
配置され、前記発光素子２００と絶縁されるバランス電極３００を含む。
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【００２４】
　前記絶縁基板１００は透明な絶縁体からなされ得る。例えば、前記絶縁基板１００はガ
ラス又は透明プラスチックのような高分子からなされるリジッドタイプ（ｒｉｇｉｄ　ｔ
ｙｐｅ）の絶縁基板であり得る。ここで、前記絶縁基板１００がプラスチック基板からな
される場合、前記絶縁基板１００はポリエチレンテレフタレート（Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅ
ｎｅ　Ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ：ＰＥＴ）、繊維強化プラスチック（ｆｉｂｅｒ　ｒ
ｅｉｎｆｏｒｃｅｄ　ｐｌａｓｔｉｃ：ＦＲＰ）、又はポリエチレンナフタレート（Ｐｏ
ｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ　Ｎａｐｈｔｈａｌａｔｅ：ＰＥＮ）等からなされ得る。また、前
記絶縁基板１００は透明フレキシブルタイプ（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｔｙｐｅ）の絶縁基板
であり得る。
【００２５】
　前記発光素子２００は前記絶縁基板１００上に配置される第１電極２１０、前記第１電
極２１０に対向する第２電極２２０、及び前記第１電極２１０と前記第２電極２２０との
間に配置される有機膜２３０を含む。
【００２６】
　前記第１電極２１０及び前記第２電極２２０の中でいずれか１つはアノード電極であり
、その他の１つはカソード電極であり得る。
【００２７】
　また、前記第１電極２１０及び前記第２電極２２０の中で少なくとも１つは透過型電極
であり得る。例えば、前記有機発光表示装置が背面発光形表示装置である場合、前記第１
電極２１０は透過型電極であり、前記第２電極２２０は反射型電極であり得る。ここで、
前記第１電極２１０はＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（Ｉｎｄｉ
ｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、ＡＺＯ（ａｌｕｍｉｎｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、
ＧＺＯ（ｇａｌｌｉｕｍ　ｄｏｐｅｄ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）、ＺＴＯ（ｚｉｎｃ　ｔ
ｉｎ　ｏｘｉｄｅ）、ＧＴＯ（Ｇａｌｌｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）及びＦＴＯ（ｆｌ
ｕｏｒｉｎｅ　ｄｏｐｅｄ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）の中でいずれか１つの透明導電性酸化
物を包含することができる。また、前記第２電極２２０は光反射が可能である物質を包含
することができる。例えば、前記第２電極２２０はＭｏ、ＭｏＷ、Ｃｒ、Ａｌ、ＡｌＮｄ
、及びＡｌ合金の中で少なくとも１つを包含することができる。
【００２８】
　また、前記有機発光表示装置が前面発光形表示装置である場合、前記第１電極２１０は
反射型電極であり、前記第２電極２２０は透過型電極であることもあり得る。また、前記
有機発光表示装置が両面発光形表示装置である場合、前記第１電極２１０及び前記第２電
極２２０は全て透過型電極であることもあり得る。
【００２９】
　前記有機膜２３０は少なくとも発光層を含み、一般的に多層薄膜構造を有することがで
きる。例えば、前記有機膜２３０は正孔を注入する正孔注入層（ｈｏｌｅ　ｉｎｊｅｃｔ
ｉｏｎ　ｌａｙｅｒ：ＨＩＬ）、正孔の輸送性が優れ、前記発光層ＥＭＬで結合しなかっ
た電子の移動を抑制して正孔と電子の再結合の機会を増加させるための正孔輸送層（ｈｏ
ｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｌａｙｅｒ：ＨＴＬ）、注入された電子と正孔の再結合によ
って、光を発する前記発光層ＥＭＬ、前記発光層ＥＭＬで結合しなかった正孔の移動を抑
制するための正孔抑制層（ｈｏｌｅ　ｂｌｏｃｋｉｎｇ　ｌａｙｅｒ：ＨｂＬ）、　電子
を前記発光層ＥＭＬへ円滑に輸送するための電子輸送層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓ
ｐｏｒｔ　ｌａｙｅｒ：ＥＴＬ）、及び電子を注入する電子注入層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　
ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　ｌａｙｅｒ：ＥＩＬ）を具備することができる。
【００３０】
　前記有機膜２３０は低分子又は高分子有機物で具備され得る。前記有機膜２３０は低分
子有機物で銅フタロシアニン（ＣｕＰｃ：ｃｏｐｐｅｒ　ｐｈｔｈａｌｏｃｙａｎｉｎｅ
）、Ｎ、Ｎ－ジ（ナフタレン－１－イル）－Ｎ、Ｎ’－ジフェニル－ベンジジン（Ｎ、Ｎ
’－Ｄｉ（ｎａｐｈｔｈａｌｅｎｅ－１－ｙｌ）－Ｎ、Ｎ’－ｄｉｐｈｅｎｙｌ－ｂｅｎ
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ｚｉｄｉｎｅ：ＮＰＢ）、及びトリス－８－ヒドロキシキノリンアルミニウム（ｔｒｉｓ
－８－ｈｙｄｒｏｘｙｑｕｉｎｏｌｉｎｅ　ａｌｕｍｉｎｕｍ）（Ａｌｑ３）の中でいず
れか１つを使用することができる。また、前記有機膜２３０は高分子有機物として、ポリ
エチレンジヒドロキシチオフェン（ＰＥＤＯＴ：ｐｏｌｙ－（２、４）－ｅｔｈｙｌｅｎ
ｅ－ｄｉｈｙｄｒｏｘｙ　ｔｈｉｏｐｈｅｎｅ）及びポリアニリン（ＰＡＮＩ：ｐｏｌｙ
ａｎｉｌｉｎｅ）の中でいずれか１つを使用することができる。
【００３１】
　また、前記有機膜２３０の中で前記発光層に高分子有機物を使用する場合、前記発光層
はＰＰＶ（ポリフェニレンビニレン）、Ｓｏｌｕｂｌｅ　ＰＰＶ’ｓ、ＣｙａｎｏＰＰＶ
及びポリフルオレン（Ｐｏｌｙｆｌｕｏｒｅｎｅ）の中でいずれか１つを使用することが
できる。また、前記発光層は積層式（ｓｔａｃｋ　ｔｙｐｅ）又は直列式（Ｔａｎｄｅｍ
　Ｔｙｐｅ）であり得る。前記積層式発光層は赤色、緑色、及び青色のサブ発光層で構成
され得り、これらの積層順序は特別に限定されない。前記積層式発光層及び前記直列式発
光層は前記赤色、緑色及び青色のサブ発光層が全て蛍光発光層であるか、或いは少なくと
も１つ以上のサブ発光層が燐光（ｐｈｏｓｐｈｏｒｅｓｃｅｎｃｅ）発光層であり得る。
また、前記直列式発光層はＣＧＬ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）
を媒介で両側に積層される各発光層が白色、互に異なる色、又は同一の色に発光すること
ができ、この時、互に異なる色又は同一の色は単色又は多色であり得る。
【００３２】
　前記バランス電極３００は前記第１電極２１０及び前記第２電極２２０で前記有機膜２
３０へ注入される電荷、即ち、電子及び正孔の電荷バランスを調整することができる。ま
た、前記バランス電極３００は前記発光素子２００及び前記バランス電極３００の間に配
置される絶縁膜３１０によって、前記発光素子２００と絶縁され得る。ここで、前記絶縁
膜３１０は有機絶縁膜又は無機絶縁膜であり得る。
【００３３】
　前記バランス電極３００は前記発光素子２００の発光形態にしたがってその構成が異な
り得る。例えば、前記有機発光表示装置が背面発光形表示装置、又は両面発光形表示装置
である場合、前記バランス電極３００は透過型電極であり得る。前記バランス電極３００
はＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏ
ｘｉｄｅ）、ＡＺＯ（ａｌｕｍｉｎｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、ＧＺＯ（ｇａｌｌｉ
ｕｍ　ｄｏｐｅｄ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）、ＺＴＯ（ｚｉｎｃ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）
、ＧＴＯ（Ｇａｌｌｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）及びＦＴＯ（ｆｌｕｏｒｉｎｅ　ｄｏ
ｐｅｄ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）の中でいずれか１つの透明導電性酸化物を包含することが
できる。
【００３４】
　また、前記有機発光表示装置が前面発光形表示装置である場合、前記バランス電極３０
０は光を反射させることができる。ここで、前記バランス電極３００は光反射度が優れた
Ａｕ、Ａｇ、Ｎｉ、Ｍｏ、ＭｏＷ、Ｃｒ、Ａｌ、ＡｌＮｄ及びＡｌ合金の中で少なくとも
１つを包含することができる。
【００３５】
　以下では前記有機発光表示装置の作動を説明する。ここでは、第１電極２１０がアノー
ドであり、第２電極２２０がカソードとなっている。もちろん、第１電極２１０がカソー
ドであり、第２電極２２０がアノードであってもよい。第１電極２１０がカソードとなり
、第２電極２２０がアノードとなる場合、以下の説明において、第１電極２１０を第２電
極２２０に読み替え、第２電極２２０を第１電極２１０に読み替えればよい。
【００３６】
　先ず、前記第１電極２１０及び前記第２電極２２０の間に電源（電圧）が印加されれば
、前記第１電極２１０及び前記第２電極２２０の間には電位差が発生する。例えば、前記
第１電極２１０は第１電位を有し、前記第２電極２２０は前記第１電位と異なる第２電位
を有し得、前記第１電極２１０及び前記第２電極２２０の間の電位差（第１電位－第２電



(8) JP 2014-36019 A 2014.2.24

10

20

30

40

50

位）は第１電圧Ｖ１として定義され得る。前記第１電極２１０及び前記第２電極２２０の
間に前記第１電圧Ｖ１の電位差が発生すれば、前記第１電極２１０を通じて前記有機膜２
３０へ前記正孔が注入され、前記第２電極２２０を通じて前記有機膜２３０へ前記電子が
注入され得る。前記有機膜２３０へ注入された前記正孔及び前記電子は前記有機膜２３０
内で再結合して励起子（ｅｘｃｉｔｏｎ）を生成する。前記励起子は励起状態（ｅｘｃｉ
ｔｅｄ　ｓｔａｔｅ）から基底（ｇｒｏｕｎｄ）状態に落ちる時、放出されるエネルギー
を光の形態に放出する。ここで、前記正孔及び前記電子の中で一般的に前記正孔の運動性
が大きい。したがって、図２に示したように、前記有機膜２３０で、前記正孔が前記電子
に比べてより多い量が存在するようになり、前記正孔及び前記電子が再結合される領域は
前記第２電極２２０に隣接するようになる。
【００３７】
　また、前記有機膜２３０内で、前記正孔が前記電子より多く存在するようになれば、一
部正孔は前記電子と結合しない。したがって、前記有機発光表示装置は前記有機膜２３０
へ注入される総電荷注入量に比べて再結合される電荷の量が少ないので、発光効率が低下
され得る。したがって、前記正孔及び前記電子の注入量を調節して前記有機膜２３０内で
前記正孔－電子電荷バランスを合わせる必要がある。
【００３８】
　一方、前記正孔－電子電荷バランスを合わせるために前記バランス電極３００へ電圧を
印加すれば、前記バランス電極３００は前記第１及び第２電位と異なる第３電位を有する
ことができる。したがって、前記第１電極２１０及び前記バランス電極３００の間には第
２電圧Ｖ２の電位差（第１電位－第３電位）が発生し、前記第２電極２２０及び前記バラ
ンス電極３００の間には第３電圧Ｖ３の電位差（第３電位－第２電位）が発生する。ここ
で、前記第１電極２１０から前記有機膜２３０へ注入される前記正孔の注入量は前記第１
電圧Ｖ１及び前記第２電圧Ｖ２の合計に比例する。また、前記第２電極２２０から前記有
機膜２３０へ注入される前記電子の注入量は前記第１電圧Ｖ１及び前記第３電圧Ｖ３の合
計に比例する。
【００３９】
　したがって、前記バランス電極３００の前記第３電位が前記第２電極２２０の前記第２
電位より高い場合、前記第１電極２１０から前記有機膜２３０へ注入される前記正孔の注
入量は減少し、前記第２電極２２０から前記有機膜２３０へ注入される前記電子の注入量
は増加する。また、前記バランス電極３００の前記第３電位が前記第２電極２２０の前記
第２電位より低い場合、前記第１電極２１０から前記有機膜２３０へ注入される前記正孔
の注入量は増加し、前記第２電極２２０から前記有機膜２３０へ注入される前記電子の注
入量は減少する。
【００４０】
　したがって、前記バランス電極３００の前記第３電位が前記第２電極２２０の前記第２
電位より高くなるように第３電位を調整することで、図３に示したように、前記有機膜２
３０内の前記正孔－電子電荷バランスを合わせることができる。したがって、前記有機発
光表示装置は前記有機膜２３０へ注入される総電荷注入量に比例して前記正孔及び前記電
子が再結合されるので、発光効率が向上され得る。
【００４１】
　以下、図４乃至図６を通じて本発明の他の実施形態を説明する。図４乃至図６において
、図１乃至図３に図示された構成要素と同一な構成要素に対する具体的な説明は省略する
。また、図４乃至図６では重複された説明を避けるために図１乃至図３と異なる点を主に
説明する。
【００４２】
　図４は本発明の他の実施形態による有機発光表示装置を説明するための概念断面図であ
る。
【００４３】
　図４を参照すれば、有機発光表示装置は絶縁基板１００’、前記絶縁基板１００’上に
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配置される発光素子２００’、前記発光素子２００’上に具備される絶縁膜３１０’、及
び前記発光素子２００’上に配置され、前記絶縁膜３１０’によって前記発光素子２００
’と絶縁されるバランス電極３００’を含む。
【００４４】
　前記発光素子２００’は前記絶縁基板１００’上に配置される第１電極２１０’、前記
第１電極２１０’に対向する第２電極２２０’、及び前記第１電極２１０’と前記第２電
極２２０’との間に配置される有機膜２３０’を包含することができる。
【００４５】
　前記有機発光表示装置は前記バランス電極３００’へ印加される電圧を調節して、前記
有機膜２３０’内へ注入される電子の量を増加させて、前記有機膜２３０’内の前記正孔
－電子電荷バランスを合わせることができる。したがって、前記有機発光表示装置は前記
有機膜２３０’へ注入される総電荷注入量に比例して前記正孔及び前記電子が再結合され
るので、発光効率が向上され得る。具体的な調整方法は図３に示した例と同様である。
【００４６】
　図５は本発明のその他の実施形態による有機発光表示装置を説明するための概念断面図
である。
【００４７】
　図５を参照すれば、有機発光表示装置は絶縁基板４００、及び前記絶縁基板４００上に
配置される発光素子５００を含む。
【００４８】
　前記発光素子５００は前記絶縁基板４００上に配置される第１電極層５１０、前記第１
電極層５１０に対向する第２電極層５２０、及び前記第１電極層５１０と前記第２電極層
５２０との間に配置される有機膜５３０を含む。
【００４９】
　前記第１電極層５１０は前記有機膜５３０へ電荷、例えば、正孔を提供する電荷供給電
極５１１、前記電荷供給電極５１１と同一平面上に配置されるバランス電極５１２、及び
前記バランス電極５１２をカバーする絶縁層５１３を含む。
【００５０】
　前記電荷供給電極５１１及び前記第２電極層５２０の中でいずれか１つはアノード電極
であり、その他の１つはカソード電極であり得る。また、前記電荷供給電極５１１及び前
記第２電極層５２０の中で少なくとも１つは透過型電極であり得る。
【００５１】
　前記バランス電極５１２は前記電荷供給電極５１１及び前記第２電極層５２０から前記
有機膜５３０へ注入される電荷、即ち、電子－正孔電荷バランスを調整することができる
。また、前記バランス電極５１２は前記電荷供給電極５１１と一定の間隔離隔されて配置
され、前記絶縁膜５１３が前記バランス電極５１２をカバーする。したがって、前記バラ
ンス電極５１２は前記電荷供給電極５１１及び前記有機膜５３０と絶縁され得る。
【００５２】
　前記バランス電極５１２は前記有機発光表示装置の発光形態にしたがって、その構成が
異なり得る。例えば、前記有機発光表示装置が背面発光形表示装置、又は両面発光形表示
装置である場合、前記バランス電極５１２は透過型電極であり得る。また、前記有機発光
表示装置が前面発光形表示装置である場合、前記バランス電極５１２は光を反射させるこ
とができる。
【００５３】
　前記第２電極層５２０は導電膜からなされて、前記電荷供給電極５１１から前記有機膜
５３０へ提供する電荷と反対になる極性の電荷、例えば、電子を前記有機膜５３０へ提供
することができる。
【００５４】
　以下では前記有機発光表示装置の作動を説明する。ここでは、電荷供給電極５１１がア
ノードであり、第２電極層５２０がカソードとなっている。もちろん、電荷供給電極５１
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１がカソードであり、第２電極層５２０がアノードであってもよい。電荷供給電極５１１
がカソードとなり、第２電極層５２０がアノードとなる場合、以下の説明において、電荷
供給電極５１１を第２電極層５２０に読み替え、第２電極層５２０を電荷供給電極５１１
に読み替えればよい。
【００５５】
　先ず、前記電荷供給電極５１１、前記第２電極層５２０、及び前記バランス電極５１２
へ電源が印加されれば、前記電荷供給電極５１１は第４電位を有し、前記第２電極層５２
０は第５電位を有し、前記バランス電極５１２は第６電位を有することができる。ここで
、前記電荷供給電極５１１及び前記第２電極層５２０の間の電位差（第４電位－第５電位
）は第４電圧Ｖ４として定義され、前記電荷供給電極５１１及び前記バランス電極５１２
の間の電位差（第４電位－第６電位）は第５電圧Ｖ５として定義され、前記第２電極層５
２０及び前記バランス電極５１２の間の電位差（第６電位－第５電位）は第６電圧Ｖ６と
して定義され得る。
【００５６】
　ここで、前記電荷供給電極５１１から前記有機膜５３０’へ注入される前記正孔の注入
量は前記第４電圧Ｖ４及び前記第５電圧Ｖ５の合計に比例する。また、前記第２電極層５
２０から前記有機膜５３０へ注入される前記電子の注入量は前記第４電圧Ｖ４及び前記第
６電圧Ｖ６の合計に比例する。
【００５７】
　したがって、前記バランス電極５１２の前記第６電位が前記第２電極層５２０の前記第
５電位より高い場合、前記電荷供給電極５１１から前記有機膜５３０へ注入される前記正
孔の注入量は減少し、前記第２電極層５２０から前記有機膜５３０へ注入される前記電子
の注入量は増加する。また、前記バランス電極５１２の前記第６電位が前記第２電極層５
２０の前記第５電位より低い場合、前記電荷供給電極５１１から前記有機膜５３０へ注入
される前記正孔の注入量は増加し、前記第２電極層５２０から前記有機膜５３０へ注入さ
れる前記電子の注入量は減少する。
【００５８】
　したがって、前記バランス電極５１２の前記第６電位が前記第２電極層５２０の前記第
５電位より高くなるよう第６電位を調整することで、前記有機膜５３０内の前記正孔－電
子電荷バランスを合わせることができる。したがって、前記有機発光表示装置は前記有機
膜５３０へ注入される総電荷注入量に比例して前記正孔及び前記電子が再結合されるので
、発光効率が向上され得る。
【００５９】
　図６は本発明のその他の実施形態による有機発光表示装置を説明するための概念断面図
である。
【００６０】
　図６を参照すれば、有機発光表示装置は絶縁基板４００’、及び前記絶縁基板４００’
上に配置される発光素子５００’を含む。
【００６１】
　前記発光素子５００’は前記絶縁基板４００’上に配置される第１電極層５１０’、前
記第１電極層５１０’に対向する第２電極層５２０’、及び前記第１電極層５１０’と前
記第２電極層５２０’との間に配置される有機膜５３０’を含む。
【００６２】
　前記第１電極層５１０’は導電膜からなされて、前記有機膜５３０’へ電荷、例えば、
正孔を提供することができる。
【００６３】
　前記第２電極層５２０’は電荷供給電極５２１、及び前記電荷供給電極５２１と同一平
面上に配置されるバランス電極５２２を含む。ここで、前記電荷供給電極５２１は前記第
１電極層５１０’から前記有機膜５３０’に提供する電荷と反対になる極性の電荷、例え
ば、電子を前記有機膜５３０’へ提供することができる。
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【００６４】
　前記バランス電極５２２は絶縁膜５２３によって、前記電荷供給電極５２１及び前記有
機膜５３０’と絶縁され得る。
【００６５】
　前記有機発光表示装置は前記バランス電極５２２へ印加される電源を調節して、前記有
機膜５３０’内へ注入される電子の量を増加させて、前記有機膜５３０’内の前記正孔－
電子電荷バランスを合わせることができる。したがって、前記有機発光表示装置は前記有
機膜５３０’へ注入される総電荷注入量に比例して前記正孔及び前記電子が再結合される
ので、発光効率が向上され得る。
【００６６】
　以上の詳細な説明は本発明を例示し、説明することである。また、前述した内容は本発
明の望ましい実施形態を示し、説明することに過ぎないし、前述したように本発明は多様
な他の組合、変更、及び環境で使用でき、本明細書に開示された発明の概念の範囲、前述
した開示内容と均等な範囲及び／又は当業界の技術又は知識の範囲内で変更又は修正が可
能である。したがって、以上の発明の詳細な説明は開示された実施状態に本発明を制限し
ようとすることでない。また、添付された請求の範囲は他の実施状態も含むこととして解
釈されなければならない。
【符号の説明】
【００６７】
１００、１００’、　４００、４００’・・・絶縁基板
２００、２００’、　５００、５００’・・・発光素子
２１０、２１０’・・・第１電極
２２０、２２０’・・・第２電極
２３０、２３０’、　５３０、５３０’・・・有機膜
３００、３００’、　５１２、５１２’・・・バランス電極
３１０、３１０’、　５１３、５１３’・・・絶縁膜
５１０、５１０’・・・第１電極層
５１１、５２１’・・・電荷供給電極
５２０、５２０’・・・第２電極層
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